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10/1～10/30までの日毎気象データ
（志布志・指宿）【気象庁HPより】

【鹿児島県の天候見通し状況】

【鹿児島県の予測(10/30～11/26】

●12月の気候における作物への影響
朝晩の気温が低く、乾燥の影響もあり、作物は全体的に生育が鈍く
なっておりますので、まとまった降雨が欲しいところです。
今後病虫害、予想されますので、病害発生に注視しながらの出荷と
なります。 ●火山状況

・桜島
噴火警戒レベル３入山規制が継続中です。
現在の所、作物に影響を及ぼす降灰は
ございません。

・新燃岳
噴火警戒レベル1、活火山であることに
留意となっております。噴火の可能性は
低くなっております。

● 高気圧の影響で晴れた日が多かった為、平年に比べ、日照時間は多
くなっておりますが、近年の傾向通り寒暖差が大きくみられており
ます。

● 今後も病虫害の発生が予想されますので、病害発生に注視しながら
の出荷となります。

●10/30～11/5（1週目）
高気圧に覆われて晴れる日が多い
ですが、期間のはじめと終わりに
気圧の谷や湿った空気の影響で雨
の降る所がある見込み。

●11/6～11/12（2週目）
平年同様晴れの日が多い見込み。

●11/13～11/26（3～4週目）
天気は数日の周期で変わり、平年
同様晴れの日が多い見込み。

志布志 ①平年 ②前年 ③本年 差異（③-①）

降水量（㎜） 138.8 57.5 47.0 ▲ 91.8
平均気温（℃） 19.5 19.5 20.2 0.8
最高気温（℃） 27.5 30.6 31.9 4.4
最低気温（℃） 12.2 7.3 8.1 ▲ 4.1
日照時間（ｈ） 173.9 197.2 224.2 50.3
積算温度(℃) 583.8 585.0 606.8 23.0

指宿 ①平年 ②前年 ③本年 差異（③-①）

降水量（㎜） 112.8 39.0 50.5 ▲ 62.3
平均気温（℃） 20.9 20.6 21.5 0.6
最高気温（℃） 28.0 29.8 31.9 3.9
最低気温（℃） 14.0 9.7 10.2 ▲ 3.8
日照時間（ｈ） 174.8 179.7 213.6 38.8
積算温度(℃) 626.0 619.3 644.8 18.8



●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：11月下旬～5月下旬頃
●備考：11月下旬頃より、本格的な収穫開始

予定です。
現在のところ品質に問題なく、
概ね順調な生育となっております。

≪大根≫

【鹿児島県の産地情報】

≪白菜≫

≪キャベツ（寒玉）≫

●地域：主産地（鹿児島県薩摩半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：11月下旬～6月上旬頃
●備考：降雨が少ない影響で少し生育が遅れて

いる状況です。出荷に向けて内部障害
の発生なども懸念される為、今後注視
して参ります。

≪人参≫

●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：11月下旬～2月上旬
●備考：降雨が少ない状況ですが、生育は順

調です。
現在のところ、収穫開始は11月下
旬を見込んでおります。

●地域：主産地（鹿児島県薩摩半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：1月～3月下旬頃迄
●備考：降雨が少なく欠株が目立つ圃場があり

ますが、現在のところ大きな影響は
無いかと思われます。

申し訳ありません

画像はございません

●地域：主産地（鹿児島県大隅半島）
●用途：青果・加工用
●出荷：周年
●備考：主力品種は紅はるかです。

サツマイモ基腐病発生の為、収量が
激減しており、昨年以上の影響が
懸念されます。

≪さつまいも≫
●地域：主産地（鹿児島県薩摩半島）
●用途：青果・加工用
●収穫：１月～５月
●備考：生育は概ね順調に進んでおります。

出荷開始は年明けを予定しておりま
すが、天候次第では若干早くなるか
と思われます。現在のところ、特に
問題はございません。

≪レッドキャベツ≫



【参考資料】

・噴火警戒レベルとは
噴火警戒レベルは、火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と防災
機関や住民等の「とるべき防災対応」を５段階に区分して発表する指標で
す。
※ 噴火警戒レベルの判定基準は、それぞれの火山における想定される火

山活動に基づいて定めているものです。
火山活動の状況や新たな知見をもとに随時見直します。

気象庁HPより

・サツマイモ基腐病とは

2018年に沖縄県、鹿児島県、宮崎県においてサツマイモ（かんしょ）の
侵入病害「基腐病」の発生が初めて確認された。本病は土壌中および貯蔵
中の塊根を腐敗させ生産上甚大な被害を与えております。

【病徴】
はじめ、地際部の茎及び茎に近い部分の塊根が黒色～暗褐色に腐敗します。
被害が進行すると、茎の上部及び塊根全体に腐敗が拡がり、乾燥して硬く
なり、やがて株が枯死します。

【主な防除対策】
育苗：健全種いもの確保，種イモ消毒，発病イモの除去，苗消毒
本ぽのほ場準備：発病残さの処理，排水対策，土壌消毒
本ぽ：生育初期の発病株除去，薬剤防除

鹿児島県HPより


